






 

 進行性筋ジストロフィー患者(以下 PMD と略)の筋力は、筋の萎縮に伴って著

しく低下していく。したがって普通用いられているばね式の握力計や背筋力計

での筋力測定は不正確となるので一般には徒手筋力検査のみにたよっているの

が現状のようである。徒手筋力検査はどの筋群が侵されているかを判定するに

はすぐれているが、非常に弱い筋力の小さな変化をとらえることは困難である。

そこでこの点を補う自的で Digital Dynamometer を用い、握力 attachment の感

度を10gとしてPMDのDuchenneについて握力を測定し年令別推移と機能障害度

との関係を検討したのでその成績を報告する。 


